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研究専門委員会による

I-Scover キーワード解説文の執筆と

検索されやすい文献キーワードの付与の仕方

IEICE Technical Committeesʼ Contribution to I-Scover Keyword Metadata
Improvements and Selecting Effective Article Keywords

山里敬也 飯田勝吉 内山博幸 中野美由紀 井上友二

I-Scover（正式名称：IEICE Knowledge Discovery）プロジェクトでは，I-Scover の最大の特徴であるメタデータを一

層充実させるため，本会 4 ソサイエティの研究専門委員会に対しキーワード解説文の執筆を依頼した．結果として，約

1,000 語の日本語解説文の執筆と科研費を活用した英訳を行うことができた．本稿では，I-Scover におけるキーワード解

説文作成の経緯と成果を紹介する．また，検索されやすい文献キーワードの付与の仕方について，I-Scover におけるこ

れまでのメタデータ整備の経験を踏まえ，御留意頂きたい事項を中心に述べる．

キーワード：メタデータ整備，日英の対応付け，キーワード解説，文献キーワードの付与の仕方，

IEICE Knowledge Discovery（I-Scover）

%．は じ め に

セレンディピティとは，何かを探しているときに，探

しているものとは別の価値あるものを見つける才能，能

力のことを意味するが，国内で広く知られるようになっ

たのは 2000 年のノーベル賞授賞式でのベンクト・ノー

デン化学賞選考委員長の白川英樹・筑波大学名誉教授へ

の祝辞からであろう(1)
．セレンディプ（現在のスリラン

カ）の 3人の王子の話を引いて，思いがけない発見がす

ばらしい結果を導いたと白川教授の功績をたたえた．

2014 年，青色発光ダイオード（LED）の発明でノーベ

ル物理学賞を赤﨑勇・名城大学終身教授（名古屋大学特

別教授），天野浩・名古屋大学教授，中村修二・米カリ

フォルニア大学サンタバーバラ校教授が受賞され日本中

が湧いたが，赤﨑教授と天野教授の発見も外国誌がセレ

ンディピティと紹介したことがあるそうだ(2)
．

I-Scover（正式名称：IEICE Knowledge Discovery）

もセレンディピティにつながる使い方ができるように設

計されている(3)
．I-Scover は一般の検索システム同様，
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図 % I-Scover の各メタデータの参照数の割合（Google Analytics
による UVWX 年 X 月〜UVWZ 年 W 月の集計データ） 文献，著者，

キーワードメタデータがよく参照されているのが I-Scover の特徴
である．
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文献に関する書誌情報（論文タイトル，著者名，キー

ワード，抄録，出版物名，発行年月日など）をメタデー

タとして保持している．この文献メタデータに加え，著

者，（所属）機関，イベント，出版物，キーワードもメ

タデータとして保持しており（図 1），これらの関連す

るメタデータ同士をリンクで結び付けている（Linked

Data 化(4)）．したがって，あるメタデータ（例えばキー

ワード）を起点として別のメタデータ（例えば著者），

更に別のメタデータ（別のキーワード）へと次々とリン

クをたどっていくことで，起点としたメタデータとは一

見関係のないメタデータへたどることができる（文献

(�)の図 2）．

このような仕組みの鍵を握るのがメタデータの質向上

を目指したメタデータ整備である．例えば，同一著者が

執筆した論文誌掲載論文，技術研究報告，大会予稿で

あっても同一著者とはみなされず，複数の著者メタデー

タが生成される場合がある．これを一つの著者メタデー

タとして「名寄せ」を行う作業がメタデータ整備に当た

る．著者メタデータについては，著者の申告の下，学会

事務局が名寄せ等の整備を行っている．機関メタデータ

についても，日本語・英語の対応付け，表記の訂正など

のメタデータ整備が必要であり，これも学会事務局が

行っている．メタデータ整備は自動化が困難なため，人

手による地道な作業となる．

キーワードメタデータの整備についても著者や機関メ

タデータと同様な地道な作業が必要になる．特筆すべき

ことは，この作業を本会 4ソサイエティの研究専門委員

会（以下，研専）の皆様を中心に行った点である．この

キーワードメタデータ整備により，約 1,000 語のキー

ワードに対して，各技術分野の専門家が作成した日本語

解説文が追加された．この整備の結果，キーワードメタ

データを図 2 に示すような形で表示することが可能と

なった．更に，平成 25 年度科研費(注1)を活用した日本語

解説文の英訳が行われた．このような作業は国内の学会

でも例を見ない画期的なことであり，ましてや IEEE の

ような海外の学会では恐らくできないことである．研専

の皆様にはこの場を借りて感謝申し上げたい．

本稿は，研専の皆様によって整備されたキーワードを

会員の皆様に知って頂くことを目的に，そして，これら

キーワードを会員の皆様に活用して頂くことを目的に企

画されたものである．

本稿の構成は次のとおりである．まず 5．でキーワー

ドメタデータと解説文を作成するに至った経緯について

述べ，6．では各ソサイエティでの取組みについて紹介

する．そして 7．では，検索されやすい文献キーワード

の付与の仕方について，I-Scover におけるこれまでの

メタデータ整備の経験を踏まえ，御留意頂きたい事項を

中心に述べる．
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図 5 I-Scover におけるキーワードメタデータの表示 I-Scover では単にキーワードメ
タデータだけでなく，その関連文献，関連キーワード（あるいは著者，イベント，出版
物），関連する外部サイトも同時に見ることができる．

(注 1) 平成 25 年度科学研究費助成事業（科研費），研究種目名：研究

成果公開促進費，研究課題名：電子情報通信学会英文論文誌群の情報シ

ステム展開による国際情報発信強化．
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5．キーワードメタデータと

解説文作成の経緯

I-Scover のキーワードメタデータには日本語と英語

の二つがあり，それぞれ文献に付与されているキーワー

ドを抽出することで生成される．文献に付与されている

キーワードは日本語キーワードと英語キーワードの対応

付けが行われていないものも多い．この場合，どの日本

語キーワードがどの英語キーワードに対応しているのか

分からない．また，英語文献に至っては日本語キーワー

ドがそもそもない．したがって，英語キーワードしか生

成されず，ほかの文献から生成された日本語キーワード

との対応付けを行う必要がある．更にキーワードメタ

データについては，その解説文があるのが望ましいが，

これも後から入力するしかすべがない．以上のように，

キーワードメタデータは，初期状態ではデータがほとん

どなく，後から追加・編集する必要がある．

I-Scover の特徴を生かすためには，キーワードメタ

データ整備を通して，キーワードメタデータの各データ

項目を充実させていく必要がある．そこで，平成 25 年

度科研費を活用してキーワードメタデータ整備を行うこ

とになった．しかし，解説文の作成は稼働が大きく，こ

れがボトルネックとなることが想定されたため，当初，

「エンサイクロペディア電子情報通信ハンドブック(5)」

中のキーワード（約 4,500 語）から 1,000 語ほど選定

し，その和文解説文の英訳を，科研費を用いて行うこと

を考えていた．しかし，「エンサイクロペディア電子情

報通信ハンドブック」は発行後 10 年以上経過している

ことから，分野によっては掲載キーワードが陳腐化して

おり，外注してまで解説文を作成するだけの価値がない

との問題提起がなされた．更に，研専から和文解説文作

成の協力が得られると思われるソサイエティもあるこ

と，全ての研専が和文解説文作成に協力下さると仮定す

れば，1 研専当り 15〜20 件程度のキーワードで済むこ

とから，和文解説文作成法についてはソサイエティの判

断に委ねることにした．すなわち，上記ハンドブック中

のものを活用するか，ソサイエティ内で（傘下の研専等

に検討依頼して）作成するかをソサイエティごとに選択

頂くことにした．

各ソサイエティでは，I-Scover 担当委員を中心に検

討が行われた．各ソサイエティで作成された解説文は

I-Scover プロジェクト・システムチームで取りまとめ，

I-Scover へ投入した．

以下，次章では各ソサイエティにおけるキーワードメ

タデータ整備の取組みを紹介する．

6．各ソサイエティにおけるキーワード

メタデータ整備の取組み

6.% 基礎・境界ソサイエティ

基礎・境界ソサイエティ（以下，ESS）には I-Scover

等担当委員が 3名おり，それぞれ普及推進チーム及びシ

ステムチームで活躍している．

ESS が取り扱う分野は，その名が示すように電子情

報通信分野の基礎を成す学問分野とそれら分野の境界領

域で構成される．このうち基礎分野のキーワードについ

ては，時代変遷もなく，基礎的な技術キーワードとして

定着しているものも多い．このため，ESS では，「エン

サイクロペディア電子情報通信ハンドブック」の中から

キーワードを 250 語選定し，その解説文と英訳文を I-

Scover に登録することとした．なお，I-Scover では数

式が扱えないため，数式を含む解説文については，新た

に PDF を作成し，該当するキーワードメタデータから

その PDFへのリンクを張ることにした．

6.5 通信ソサイエティ

通信ソサイエティ（以下，通ソ）から I-Scover プロ

ジェクトに推薦されたメンバーは飯田を含む 2名で，飯

田は通ソ執行委員会の I-Scover 特別委員を兼任し，通

ソ執行委員会と I-Scover プロジェクトのリエゾンを務

めている．ほかに I-Scover プロジェクト・リーダ指名

の委員が 4名いる．

通ソでは，I-Scover 第 1 期システムのリリース時に

通ソ編集会議で日英の対応付けをしたキーワード 749 個

（一部キーワードについては解説文も作成）を登録して

おり，その仕組みを拡張したキーワードメタデータ整備

の体制を構築済みである．具体的には，通ソ研専運営会

議（通ソ研専を統括する会議）と通ソ編集会議（通ソの

和英論文誌等の編集委員会全体の会議体）が連携するこ

とでキーワード解説文の執筆を行う体制を構築している

（2012 年 12 月）．また，今回の 250 語のキーワード解説

文の執筆については，通ソ研専運営会議で実施すること

になった．以下，具体的な体制，手続きを紹介する．

6.5.% 技術研究報告の「お知らせページ」を活用し

たキーワード解説文の執筆

研専が開催する第一種研究会のための技術研究報告に

おいて，各号の最終ページに挿入可能な「お知らせペー

ジ」がある．ここに当該研専に関連するキーワードの解

説文を専門委員会の関係者が執筆し，お知らせページに

掲載する．そのキーワード解説文は，通ソ編集会議が校

正し，校正が終了したキーワード及びその解説文が I-

Scover に掲載される仕組みである．2015 年 1 月現在，

この仕組みを利用して執筆されたキーワード解説文は計

7個存在する．
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6.5.5 5jk 語のキーワード解説文の執筆

通ソは，分担として 250 語のキーワード解説文の執筆

を要請された．通ソ執行委員会コアメンバーでの議論及

び通ソ研専運営会議での審議の結果，常設研専は 12

キーワード，時限研専は 6キーワードの解説文を執筆す

ることとなった．6 月中旬から 8 月末までの短い期間で

あったが，各研専には執筆に御協力頂き，目標を上回る

294 キーワードの解説文が提出された．

その後，I-Scover プロジェクト・システムチームで

重複チェックなどの調整を行った．重複は通ソ内及び他

ソサイエティとの間で 10 キーワードペア発生していた．

これらの重複キーワードは，ソサイエティや研専が執筆

した複数の解説文を併記することを原則とした．ただし

一部のキーワードは，別のキーワードの解説文に変更し

たり，単純な併記ではなく全体を見直して一つのキー

ワードとして書き直したりしたものもあった．重複調整

においては，双方の解説文の意味を考えてマージし，単

一の解説文とした．

6.6 エレクトロニクスソサイエティ

エレクトロニクスソサイエティ（以下，エレソ）運営

委員会は，学会誌を担当する編集出版会議，企画広報と

財務を担当する企画会議，研専と学会活動を総括する研

究技術会議の 3 会議により成り立っている．I-Scover

担当アドホック幹事は，Web 管理を行う企画会議に包

含されるが，今回のキーワード選定，解説文作成は，編

集出版会議，研究技術会議にも大きく関わるものであ

る．そこで，まず榎木エレソ元会長，米田元企画会議担

当副会長にお願いし，I-Scover アドホック幹事を増員

し，I-Scover 事業への積極的な活動体制を整えること

とした．各会議に 1名以上の担当者を配置することによ

り，どのような課題に対してもより柔軟に対応できるよ

うになると考えたからである．

結果的にこの体制強化が功を奏し，各研専への伝達を

円滑に進めることができた．実際のキーワード選定につ

いても，研究技術会議から的確に各研専に展開され，各

研専でより現実的な最新キーワードの提案と解説文作成

がなされた．当初，I-Scover プロジェクト・システム

チームからは各ソサイエティおおむね 250 語程度とのガ

イドラインが提示されていたが，選定方法については研

究技術会議に一任し，まずは特に制限を設けることな

く，重要なキーワードとその解説文を提案頂いた．最終

的に，2013 年 10 月初旬までにエレソ全 22 研専中 21 研

専から 271 件のキーワード，解説文がまとめられた．語

数，解説文の内容，サイズとも申し分のないものだった

が，念のため研究技術会議内で重複キーワード，文案の

チェック等の調整作業が行われ，おおむね 10 月末まで

には I-Scover プロジェクト・システムチームへの提出

を行うことができた．

その後，収集された全キーワードについて，他ソサイ

エティ選定キーワードとの重複，解説文内容のチェック

を I-Scover プロジェクト・システムチーム内で調整し，

最終的なキーワードメタデータとして完結させた．この

約 9か月にわたる難事業をエレソ内で早期に収束させる

ことができたのは，もちろんエレソ研究技術会議，各研

専の皆様の多大なる御尽力のたまものではあるが，体制

強化による初期の情報伝達，各会議間の連携強化による

ところが大きかったと自負している．

今後は，I-Scover のより効果的な活用を目指すこと

になるが，エレソでは以前から「動画像コンテンツ配

信(6)」や「技報アーカイブ(7)」といった独自の情報公開

を行っており，I-Scover 第 2 期システムにおいては，

これらのコンテンツの取り込みを計画している．特に，

「技報アーカイブ」については，エレソ会員であれば特

に制限なく約 7 万 5,000 件（2014 年 3 月末現在）にも

及ぶ技報データへのアクセスが可能であり，I-Scover

の検索機能が利用できれば技報データのより効果的な活

用が可能である．様々な仕様上の制限はあるが，何とか

対応できるよう研究会発表申込システム／技報オンライ

ンシステムの構築・運用者である辻岡氏，エレソ企画会

議，I-Scover 担当アドホック幹事の皆様の多大な御協

力を得て進行中である．是非これからのエレソの I-Sco-

ver への取組みに御注目頂きたい．

6.7 情報・システムソサイエティ

情報・システムソサイエティ（以下，ISS）には I-

Scover 等担当委員が 2 名おり，それぞれ普及推進チー

ム及びシステムチームで活躍している．

ISS が取り扱う分野は，その名が示すように情報分野

を中心に，電子，通信分野と連携する学問分野で構成さ

れる．基礎分野，電子・通信分野と比較すると情報分野

は比較的若い研究分野でありながら，電子通信分野の技

術と密接に結び付くことにより現代の社会基盤（インフ

ラストラクチャ）を構成している．したがって，キー

ワードに関しては，重複している可能性はあるものの

ISS の各研究会から最も重要と考えられる上位 10 件を

抽出し，なるべく異なる意味合いのキーワードに関して

はその意味を残しつつ重複するものはまとめる形で，そ

の解説文と英訳文を I-Scover に登録することとした．

ISS は情報分野ということもあり情報検索の研究，と

りわけキーワードの重要性の認識は深く，キーワード提

供に関し，ISS 執行部及び各研究専門委員会の御協力，

御理解により，キーワードの収集は非常に円滑に進める

ことができた．実際のキーワード選定では，当初，I-

Scover プロジェクト・システムチームからは各ソサイ

エティおおむね 250 語程度とのガイドラインが提示され

ていたが，選定方法については研専に上位 10 語程度で

一任し，重要なキーワードとその解説文を提案頂いた．
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最終的に，2013 年 12 月初旬までに時限を含めて ISS 全

28 研専中 15 研専から 176 件のキーワード，解説文がま

とめられ，I-Scover プロジェクト・システムチームへ

の提出を行うことができた．その後，収集された全キー

ワードについて，他ソサイエティ選定キーワードとの重

複，解説文内容のチェックを I-Scover プロジェクト・

システムチーム内で調整し，最終的なキーワードメタ

データとして完結させた．

情報分野における技術トレンドの変遷は近年加速さ

れ，1 年単位で変化することも多く，新たなキーワード

が過去の同様の内容を指す，あるいは，過去のキーワー

ドが異なる意味で使われることも多い．今後は I-Sco-

ver のキーワード利活用，例えば，情報通信分野の技術

変遷などを利用者が気軽に I-Scover のデータから楽し

んで頂ける環境を作り，I-Scover を通じて，オープン

データ，IoT（Internet of Things）など更にビッグデー

タ時代のコンテンツ利活用技術，更には ISS の研究分野

を身近に感じて頂きたい．

7．検索されやすいキーワードとは

検索システムは，各文献に付与されているメタデータ

（書誌情報）を手掛かりに検索を行う．とりわけ，キー

ワードは検索語として利用されるため，適切なキーワー

ドの選択がその論文が検索されるか否かを左右する．し

かしながら，キーワードの選択に無頓着と思われる文献

も散見しているのも事実である．本章では，検索されや

すい文献キーワードの付与の仕方について，I-Scover

におけるこれまでのメタデータ整備の経験を踏まえ，御

留意頂きたい事項を中心に述べる．

7.% キーワードを正しく表記する

キーワードの表記ミス（例えば漢字の間違い，スペル

ミスなど），あるいは表記揺れ（送り仮名の揺れ）など

がある場合，それぞれ別のキーワードメタデータとして

I-Scover に登録されてしまう．例えば，celllular（l が

多い），sysytem（y が多い）などは実際に論文誌論文

に付与されていた例である．このようなキーワードメタ

データは孤立して存在することになり，ほとんど参照さ

れない．つまり，そのキーワードが付与された文献は参

照される機会を自ら失ってしまうことになる．今回，研

専の皆様に整備頂いたキーワードなどを参考に，キー

ワードを正しく表記することが肝要である．

7.5 適切なキーワードを選ぶ

文献の内容を的確に表すキーワードをその文献に付与

することは，広く検索してもらうための鉄則である．と

ころが，適切なキーワードを選ぶことは難しく，それゆ

え，十分に考慮されないままキーワードが付与されてい

る文献が散見される．なかには文献の内容と無関係な

キーワードを付与されているものもある．

キーワードが適切かどうかはそのキーワードで検索す

ることで簡単に調べられる．例えば，五つキーワードを

付与するとして，そのうちの三つをその文献が取り扱う

分野を示すキーワードとしよう．分野を示す三つのキー

ワードでAND検索をかけてみて，研究背景あるいは関

連研究で紹介している参考文献がヒットすればおおむね

妥当であることが分かる．残り一つはこの文献の特徴を

表すキーワードとして，もう一つはこの文献を特定でき

るキーワードとすればよい．

今回，研専の皆様に整備頂いたキーワードは，その分

野を代表するキーワードであるため，これらのキーワー

ドを，分野を示すキーワードとして含めておくとよい．

7.6 英字 6文字以下の略語は使わない

英字 3文字以下の略語は，ほかの異なる意味を持つ略

語と表記が同じになる場合が多々あり，どの意味で用い

られているのか略語だけでは判断できない．とりわけ分

野が異なると，全く異なる意味となる場合がある．

論文の書き方の指南書(8)などでは，本文中に最初に出

てくる略語はスペルアウトすることを推奨しているが，

これはキーワードにおいても同じである．例えば，

TPC は Transmit Power Control（送信電力制御）の略

であるが，Trans-Pacific Cable（太平洋横断海底ケーブ

ル）の略でもある．

略語をスペルアウトすると，複数の単語が連なること

になるため，より検索されやすくもなる．例えば TPC

の場合，Transmit Power Control（TPC）とすることで

3 語＋略語となり，検索対象となる語数が増え，検索さ

れやすくなる．

7.7 キーワードの重複を避ける

例えば「TPC」とそのスペルアウトである「Trans-

mit Power Control」の二つのキーワードは同一の意味

を持つため，これら二つをそれぞれ別のキーワードとし

て文献に付与しても，同一キーワードとしてみなされ

る．広く参照してもらえるよう異なるキーワードを文献

に付与すべきところを，わざわざキーワード数を縮退さ

せてしまっている．

キーワードは，絞り込み検索時の検索語をイメージし

つつ，（分野を特定する）広義のキーワードから（文献

を特定する）より狭義のものへと，意味の重複を回避し

つつ選ぶとよい．なお，現在開発中の I-Scover 第 2 期

システムでは，論文等投稿時に，I-Scover に登録され

ているキーワード群を参照し，適切なキーワードを選択

できるよう，本会の各種投稿システムとの連携が可能な

API を提供する予定である．同 API が適切なキーワー

ド付与に資することを期待している．
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j．お わ り に

世界的な権威のある学術雑誌 Nature にはサブエディ

ティング制度がある(9)
．これは，論文が受理された後，

できるだけ明快で理解しやすいようにするために，Na-

ture のサブエディタが著者に積極的な助言を行う制度

で，これにより論文の価値が様々な意味で高められるよ

うにしている．

本稿では 4ソサイエティによるキーワードメタデータ

整備として，和文キーワードと英文キーワードの対応付

けと解説文の執筆について紹介したが，広く捉えればこ

れも I-Scover におけるサブエディティングとも言える．

つまり，メタデータの整備を行うことで，そのメタデー

タにつながる文献をより検索されやすくしている．

今回整備頂いたキーワードについては，I-Scover プ

ロジェクトホームページ（http://www.ieice.org/~iscov

er/iscover/）で紹介しているので，是非，御覧頂きた

い．各研専の皆様が選んだその分野を代表するキーワー

ドを御確認頂き，文献執筆にお役立て頂きたい．また，

読者の皆様からのキーワードメタデータ整備（和文キー

ワードと英文キーワードの対応付け，解説文の御提案な

ど）も随時受け付けているので，お気軽にお申し出頂き

たい．

謝辞 最後に，繰返しになり恐縮だが，I-Scover

キーワードメタデータの解説文作成等で御協力を賜った

各ソサイエティ及び各研専各位に深く感謝申し上げた

い．

また，いつも熱心に御論議頂く I-Scover プロジェク

ト・システムチームの鈴木氏，早瀬氏，池内氏，小林

氏，そして前メンバーの有村氏に感謝する．
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